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当社グループの人やノウハウを活用した活動を行い、
地域・社会の持続的な発展に貢献します。

地域・社会共生活動

▶地域・社会共生活動の更なる充実へ向けた取組み	 …………………………………………………… Ｐ66～70

　◦�出前授業やエコ・マザー活動を通じて、エネルギー・環境問題への関心喚起を中心とした次世代層育成の取
組みを行いました。

　◦�地域の課題解決を目的として、産官学で連携して行う地域プロジェクト等に参画し、当社のノウハウや知見
を活用し、積極的な協力を行いました。

　◦�地域に密着した事業形態を活かして、高齢者等の地域見守り活動や子ども110番活動への協力に取り組み
ました。

▶九州各地における地域の皆さまとのボランティア活動	………………………………………………… Ｐ71～76

　◦�2014年度から、ＮＰＯや地域の方々と協力してボランティア活動に取り組む「こらぼらＱでん」を開始しま
した。

　◦�「こらぼらＱでん」以外にも、当社及びグループ会社と一体となって、地域ニーズや課題に応じたボランティア
活動を実施しました。

▶地域・社会共生活動の更なる充実へ向けた取組み

　◦�エコ・マザー活動などの次世代層育成の取組みについて、関係者からの評価が高いため、引き続き教育機関
等と連携しながら、エネルギー・環境教育を展開していきます。

　◦�地域経済振興について、グループ会社の経営資源の活用や、社外専門家との協働による地域活性化策の検
討など、地域ニーズに沿った取組みを実施していきます。

　◦�地域共生活動全体について、全社一体となって実施する重点取組みの制定や、地域ニーズへの対応が不十
分な活動の見直しなど、今後の活動のあり方を検討していきます。

▶九州各地における地域の皆さまとのボランティア活動

　◦�ボランティア活動を通じて、地域の皆さまとの接点を増やすことはできましたが、今後、更に取組みを充実さ
せ、地域の皆さまとの信頼関係を深めるとともに、活動回数や参加者を増やし幅広く展開していくことが必
要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
そのため、地域主催の活動への参加や新たな活動を実施するとともに、グループ一体となった取組みの推進
や幅広い方々の活動への参加の呼びかけなど、積極的に展開していきます。

2014年度の主な取組み内容

2015年度の主な行動計画
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地域・社会共生活動基本方針
　当社は創業以来、地域社会の発展と地域との信頼
関係が当社の持続的発展の基盤であるとの認識の下、
2006年4月に活動を行ううえでの指針として「地域・社
会共生活動基本方針」を制定し、さまざまな地域・社会
共生活動に取り組んできました。　

地域・社会共生活動の更なる充実へ向けた取組み

用語集   持続可能な社会

地域・社会共生活動基本方針

　九州電力は、快適で豊かな地域・社会の実現と、そ
の持続的な発展を目指し、以下の原則に基づき、良き
企業市民として、積極的に地域・社会共生活動を推進
します。

1　�「地域振興」「文化・芸術」「スポーツ」「学術・教育」
「社会福祉」「健康・医療」「国際交流」「環境保全」
の分野で、魅力ある地域づくりや次世代層の育
成などを行うとともに、地域・社会の課題解決に
向けた取組みを行います。

2　�当社の持つ経営資源を有効に活用した取組みを
行います。

3　�活動内容を公表し、皆さまとコミュニケーション
を図ることにより、その声を諸活動に反映させ
るとともに、地域・社会の皆さまとの協働を進め
ます。

4　�従業員が一市民として行う共生活動を支援しま
す。

2006年7月制定

グループの経営資源を活用した
地域との協働による地域・社会共生活動の推進
　当社は、地域・社会共生活動を通じた持続可能な社会
づくりに貢献するため、「次世代層育成」「地域経済振興」
「環境保全」の分野を中心に、さまざまな活動を展開して
います。
　活動に際しては、地域の課題を的確に把握するとともに、
地域と共に考え、共に行動する「協働」による取組みを通じ
たコミュニケーションを推進し、地域の課題解決に向けて地
域の皆さまと一緒になって取り組むこととしています。
　今後は、特に、当社グループのヒトやノウハウ等を活用
した地域・社会共生活動を推進することとしており、「こら
ぼらQでん（P73〜75）を始め、地域の皆さまとの協働に
よるボランティア活動等に、グループ一体となって取り組
み、地域とともに発展することを目指します。

協働

次
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次世代層の育成
　持続可能な社会をつくるのは「人」であるとの認識のもと、次代の九州を担う子どもたちの可能性拡大や、能力向上へ
の貢献を目的とし、エネルギー・環境問題への関心喚起を中心とした次世代層育成の取組みを展開しています。

～次世代層支援プロジェクト「九電みらいの学校」～
　九州の子どもたちに、エネルギー・環境や文化・芸術等
に関する学びや出会いの場を提供し、子どもたちの好奇
心を刺激するとともに感性を豊かにすることを目的に、九
州各地で様々な活動を展開しています。

◉出前授業
　小学校高学年から中学生を対象として、当社社員等が
講師となって学校で授業を行う「出前授業」に取り組んで
います。
　｢電気をつくる仕組み｣や｢省エネ｣など、４つのテーマに
ついて、見て、ふれて、体験しながら、エネルギーに関する
生きた知識を、子どもたちに身につけてもらっています。
　2014年度は、計366回、約15,000名の子どもたちに
学んでもらうことができました。
◉エコ・マザー活動
　子どもたちへの環境教育支援と保護者の皆さまへの
環境情報の提供を目的とする｢エコ･マザー活動｣に取り
組んでいます。
　この活動は、九州各地で地域のお母さま方が｢エコ･マ
ザー｣として保育園などを訪問し、環境紙芝居の読み聞か
せ等を行い、小さなお子さまに環境への配慮の大切さを
伝えています。
　2014年度までの12年間に計2,800回以上実施し、お
よそ20万名のお子さまや保護者の皆さまにご参加いた
だきました。
◉運動部によるスポーツ教室
　当社の「シンボルスポーツ」と位置づけるラグビー部｢キ
ューデンヴォルテクス｣では、地域の皆さまから愛され、親
しまれるチーム作りを行うとともに、各地域の少年ラグビ
ーチーム等への指導やイベントへの参加など、ラグビーを
通じた地域スポーツの活性化に取り組んでいます。2014
年度は、11,000名以上の皆さまにご参加いただきました。
　また、バスケットボール部「九州電力アーティサンズ」で
も、バスケットボール教室を開催しているほか、「柔道部」や
「テニス部」などでも、スポーツを通じて、地域の子どもた
ちの育成に取り組んでいます。

出前授業

エコ・マザー活動

ラグビー教室（宮崎県延岡市）

用語集   持続可能な社会
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◉嬉野温泉駅周辺まちづくりアドバイザー業務 （佐賀県嬉野市）
　嬉野市におけるまちづくりプロジェクトでは、九州新幹
線西九州ルートの整備にあわせ、駅前と中心市街地が担
う機能の検討や官民協働事業の有効性評価など、まちづ
くりに関する技術支援・コンサルティングを行っています。
　また、2015年2月に発足したまちづくり委員会におい

て、県･市職員、大学教授、観光専門家、鉄道･バス事業
者および地元住民の皆さ
まとともに、産官学民の
協働による新たな地域価
値向上を考えています。

　北九州支社では、地元コミュニティFMラジオに社員が出演し、地域の皆さまへ当社に関する
情報をお伝えしています。
　社員が出演するのは、「Jumpin’ KITAQ」の中の「Talk with Kyuden」というコーナーです。
出演のきっかけは、お客さま対話活動において、ラジオ局「FM KITAQ」の社長からいただいた
「お客さまからもっと九電に親しみを感じてもらうため、番組に出てはどうか」というご提案でした。
　毎週金曜の15時から10分間、番組パーソナリティとお話ししながら、電力の需給状況や原
子力発電所の安全対策、省エネ情報などを、工夫を
凝らしながら分かりやすくお伝えしています。

社 員 の

社 員 の

　

電波に乗せて、お伝えします。

　
　坊ガツル湿原一帯は、春から夏にかけ、若草が芽吹き緑一面の絨毯へと変わり、
ミヤマキリシマが山肌をピンクに染め、多くの登山者や観光客を癒やしてくれます。
しかし、この素晴らしい景色は、自然の営みだけでは維持できません。
　くじゅうの自然再生や景観維持のため、九州電力さんや地域の皆さんと協働し、
坊ガツル湿原の野焼きや外来植物駆除、ミヤマキリシマ植生保護や登山道整備な
ど、１年を通した活動のおかげで、くじゅうの自然は再生し維持されているのです。
　これらの活動は、地域の環境を守るための歴史であり文化です。今後も自然の
恵みに感謝して、素晴らしい景観を守り続けるために、九州電力さんと共に永く活
動を続けられることを願っています。

九重の自然を守る会 副会長　高橋さんからのメッセージ

　

コンプライアンス意識を高めるため、
対話を中心とした研修に取り組んでいます。

社 員 の

社 員 の

北九州支社 企画・総務部 
広報グループ 堀 考浩

ほり たかひろ

　当社の目標である「災害ゼロの達成」に向けて、支社においても各種安全教育を定期的に
実施しており、「なぜ災害がゼロでなければいけないのか」等、ゼロ災運動の基本を繰り返し
教えています。
　また、現場で作業を指揮する方には、「そもそも現場に安全は存在しない、常に存在するのは
危険である」との意識付けを行い、現場や作業に潜む危険を事前に見つけて対策を行う
「先取りの安全活動」等について教育しています。
　安全を確保するためには、このような教育を積み重ねて、社員の安全意識を高める事が
重要であり、今後も災害ゼロを目指して安全教育に
取り組んでいきます。皆さん、ご安全に!!

大分支社 人事労務部 
労務安全グループ 安藤 俊二

あんどうしゅんじ

安全意識の醸成のために、各種安全教育を行っています。

　当たり前のことを、当たり前にする。すべきでないことは、しない。それによって、
社会的要請に応えることが、コンプライアンスの基本だと思います。
　しかし、当たり前だと思っていることも、時と共に変化します。私たち一人ひとりが、
「これで大丈夫か？」「社会の常識とずれていないか？」と問い続けることが大切だと
思います。
　長崎支社エリアにおいても、グループ討議などの対話を中心としたコンプライア
ンス研修を行っています。対話を通じて多様な考えにふれ、新たな気づきを得たり、
自分の考えを整理したりして、コンプライアンス意識を高めることが目的です。
　私は研修の講師を務めていますが、受講者を指導するのではなく、一緒に考える
姿勢で取り組んでいます。

九重の自然を守る会　
副会長 高橋 裕二郎さん

たかはしゆう じ ろう

　「男女イキイキ推進」の取組みでは、『私たち一人ひとりが自分たちの職場は自らで築く』こ
とを目指し、社員同士アイデアを出し合っています。私も、取組みを推進する一人として、み
んなの意見を大切にし、丁寧に進めていくことを心掛けています。
　また、女性活躍推進の一つとして、女性社員の働き方を紹介する社内誌で、お互いの頑張っ
ている点や工夫している点を共有し、刺激し合うネットワークづくりにも力を入れています。
　私も、仕事と育児の両立に奮闘する毎日なので、多くの社員との交流を通して学びながら、
より良い職場づくりに貢献していきます。

福岡支社 企画・総務部 
企画管理グループ 永友 聡未

ながとも さとみ

一人ひとりが明るく前向きに働くことのできる
職場を目指して取り組んでいます。

社 員 の

　九州北部豪雨で被災した、うきは市の棚田を復旧させるため、社内のチカラ自慢
（ラグビー部・柔道部・相撲部）を集めて、棚田へ流れ込んだ土砂かき出しのボラン
ティア活動を行いました。
　チカラ自慢が「日頃の練習とは違った動き」と汗びっしょりで取り組んだ成果も
あり、稲作ができる状態に回復。地主さんから「半ばあきらめていたところに、
気持ちの優しい力持ちの皆さんが集まってくれました。元に戻った田んぼでの
新たな収穫が楽しみです。」と嬉しい言葉もいただきました。
　これからも、当社のノウハウや知見の提供だけでなく、ボランティア活動も通じた
まちづくりに貢献していきます。

技術本部 火力・技術グループ 篠﨑 正弘
しのざきまさひろ

チカラ自慢が被災地の災害復旧をお手伝い！

竹下 勉
長崎支社 コンプライアンス支社所管
エリア担当 

たけしたつとむ

じゅうたん

支社における自治体等との協働によるまちづくりの例
◉｢まちぶらプロジェクト｣への参画 （長崎支社）
　長崎支社は、長崎市と地域の皆さまが、まちを守り、
育て、創る「まちぶらプロジェクト」に参画しています。こ
のプロジェクトは、県庁移転や長崎駅周辺の再開発と
長崎の中心地域の活性化を連携させ、長崎の特色を活
かしたにぎわい作りを推進するものであり、当社は、社
員をボランティアスタッフとして派遣しています。
　2015年1～2月に行われた「まちあかり灯籠事業」で
は、国の重要文化財を持つ興福寺など、多くの寺院が

集まる長崎市寺町地区を、竹灯籠でライトアップしまし
た。この活動は、「ずっと先まで、明るくしたい。」という
九州電力の思いを体現する取組みでもあり、当社から
は灯籠の設置や点灯など
に延べ37名の社員が参加
し、当地区に息づく和の文
化・魅力を引き出しました。

地域経済振興への協力
　地域の課題解決を目的として産学官で連携して行う地域プロジェクト等に対し、当社のノウハウや知見を活用し、
積極的に協力しています。また、各支社においては、自治体等との協働によるまちづくりなどの地域活性化策の検討や、
地域に根ざした伝統工芸産業の支援など、さまざまな取組みを展開しています。

点灯作業の様子

産官学民の連携によるまちづくり委員会

産官学で連携して行う地域プロジェクト
◉「浮羽まるごと博物館協議会」（福岡県うきは市）
　橋詰発電所（1921年竣工）をはじめ3つの水力発電所
が立地するうきは市では、地域住民の皆さま、うきは市、
九州大学及び当社との４者間において、まちづくり推進に
向けた協力協定を締結し、歴史的な建物の活かし方を検
討するなど、技術協力を行っています。
　また、同地域で発生した九州北部豪雨災害により被

災した発電所流域の棚
田の復旧ボランティア
も行っています。（ボラ
ンティアの様子は、下の
「社員の思い」をご覧く
ださい。） 地域の方々とのまちづくりワークショップ
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環境保全の推進
　設備形成や運用など事業活動に伴い環境に負荷を与
えている電気事業者としての社会的責任を果たすため、
低炭素社会づくりをテーマとする地域プロジェクトへの
参画や地域との協働による「九州ふるさとの森づくり」

など、地域環境の保全に資する取組みを展開しています
（P45「環境にやさしい企業活動『社会との協調』」をご
覧ください）。

▼地域・社会共生活動としての寄附内訳
寄附を通じた地域・社会への貢献
　九州全域を事業エリアとし、九州の皆さまをお客さまと
する当社は、「地域と共に歩み、共に生きる」という考え方の
もと、地域社会の発展につながる社会貢献活動の一つとし
て、一企業市民としての適正な寄附活動を行っています。

2014年度
寄附総額

91百万円

電気事業に資する
大学講座への寄附

36百万円
（39％）

自治体条例に定める
救済事業への拠出

29百万円
（32％）

地域・社会共生活動
としての寄附（詳細は右表）

26百万円
（29％）

史跡・伝統
文化保存
27％

学術・教育
26％地域振興

14％

次世代層育成
7％

社会福祉
12％

国際交流
11％

その他 3％
（スポーツ・環境保全等）

26百万円

● 九州ふるさとの森づくり
　「九州ふるさとの森づくり」は、2001年度から取り組
んでいる植樹や育林活動※であり、低炭素社会の実現や
生物多様性の保全を目的として九州各地で展開してい
ます。2014年度は、約3,600名の皆さまのご協力によ
り、9か所でボランティアによる育林活動などを実施しま
した。
　これまでの14年間でおよ
そ117万本を植樹し、延べ
約15万人の方々にご参加
いただきました。
※�植樹した苗木の成長を助けるため、植樹後3年程度、苗木の周りの
下草刈を地域の皆さまと一緒になって行う活動。

▼活動実績（2014年度）
地  区 計画名 参加者数（人）

※
植
樹
活
動

北九州 響灘・鳥がさえずる緑の回廊
第10回植樹会 1,540

福 岡 森と海の再生交流事業植樹祭 220

育
林
活
動

佐 賀 「ふるさとの森づくりin大町町」育樹作業 190

その他 「古賀市ふるさとの森づくり（福岡）」など、
九州各地6か所で下草刈を実施 1,670

合計 9か所
（植樹2か所、育林活動7か所） 3,620

※当社からは苗木提供せず、社員によるボランティア参加のみ。

▼これまでの主な植樹箇所

女子畑いこいの森づくり
（大分県日田市）

古賀市ふるさとの森づくり
（福岡県古賀市）

九州ふるさとの森づくり
in大町町（佐賀県杵島郡）

雲仙・普賢の森植林ボランティア
（長崎県島原市）

築こう緑の大地
～吹上浜植林～
（鹿児島県南さつま市）

響灘・鳥がさえずる緑の回廊
（福岡県北九州市）

九州ふるさとの森づくり
「九電の森ひとよし」
（熊本県人吉市）

田野町水源
かん養の森林づくり
（宮崎県宮崎市）

は10万本以上
は 3 万本以上
は 5 千本以上

は 5 万本以上
は 1 万本以上
　　　 （累計）

▼14年間の活動実績
実施箇所数 延べ637か所

植樹本数 約117万本

参加者数 延べ約15万人

企業・IR情報➡会社情報・CSR➡環境への取組み➡九州ふるさとの
森づくり

ホームページ

森と海の再生交流事業植樹祭（福岡）

用語集   生物多様性低炭素社会



70九 州 電 力 C S R 報 告 書 2 015

地
域
・
社
会
共
生
活
動

CORPORATE SOCIAL RESPONSIBILIT Y REPORT 2015

地域に密着した共生活動の推進
　地域社会の一員としての役割を果たすとともに、地域の皆さまとのコミュニケーションを深めていくため、地域行事へ
の積極的な参加や、コミュニティの安全・安心の取組みを行っています。

地域のまつりへの参加
　地域活性化の一環として、また、地域の皆さまとの絆を
深めるため、各事業所やグループ会社の社員が地域のま
つりへの参加・運営を行っています。

地域のスポーツ大会への支援
　地域におけるスポーツ活動の活性化及びレベルの向上
を図り、明るく健康的な地域社会の形成を目指して、青少
年を対象としたスポーツ大会等の支援を行っています。

地域課題の解決に向けた取組み

● 独り暮らしの高齢者のお宅等への配線診断
　九州各地において、地域の社会福祉協議会や電気工
事業協同組合、教育委員会等の皆さまとの協働により、
重要文化財や独り暮らしの高齢者の方の配線診断を実
施しています。

●「子ども110番」活動への協力
　「子ども110番」活動への協力など、子どもが犯罪に巻
き込まれない環境づくりを九州全域で実施しています。

● 地域見守り活動
　地域に密着した事業形態を活かし、自治体・関係団体
との協定や覚書等を締結して、76のネットワークに参画
し、地域の見守り活動や防犯活動への協力を行ってい
ます。
　2014年度は、高齢者等の見守り活動において、九州
全域で28件の通報を行いました。

● 不法投棄パトロール
　業務用車両での移動中などに廃棄物の不法投棄を発
見した場合、自治体へ情報提供を行う「廃棄物の不法投
棄対策に関する協定」を22事業所で、延べ47の地元自
治体と締結し、環境美化の保全に協力しています。

● 地域の清掃活動
　九州各地において、高所作業車を使って、城壁や神社
の鳥居、地域の街路灯など、普段は手の届かない場所
の清掃活動を行っています。

�参加者数（社員）：延べ約1,840名

▼2014年度　まつり参加実績

�24事業所、37大会、18種目、参加約11,000名

▼2014年度　スポーツ大会支援実績

子ども110番ステッカーを貼付した車両

配線診断（対馬営業所）

地域の街路灯清掃（武雄営業所）

のぼり
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グループ会社における取組み
　九州電力グループでは、グループ一体となった社会
貢献活動に取り組んでいます。毎年、書損じ・未使用ハ
ガキ、使用済切手、外貨（コイン）を収集する「収集ボラ
ンティア」を実施しており、地域のNPOやボランティア
団体など、地域・社会の課題解決に取り組む団体へ収集
物を寄附しています。また、寄附した団体との協働によ
るボランティア活動も展開し、地域の課題解決に取り組
んでいます。

NPO法人「よか隊」との農作業ボランティア（福岡
県糟屋郡）
　2014年5～9月、NPO法人「よか隊」との協働による
農作業ボランティアを行い、延べ63名が参加しました。
　NPO法人「よか隊」は、障がい者の自立支援と雇用促
進の積極的な取組みをはじめ、福祉・環境・農業をつな
ぐ活動を展開しています。
　参加者は、畑のうね作りや草取り、種植えを中心に作
業を行ったほか、家族で参加した子どもたちは季節の野
菜などを収穫しました。
　日頃体験できない農作業をみんなで楽しむことがで
き、「また参加したい」といった感想をいただきました。

グループ会社における地域・社会共生活動

収集物寄附先(2014年度) 
〔書損じ・未使用ハガキ〕 

  ● �収集枚数 … 6,166枚（約279,300円相当） 

  ● �寄 附 先 … ＮＰＯ法人 よか隊 

〔使用済切手〕

  ● �収 集 量 … 約52kg（約26,000円相当） 

  ● �寄 附 先 … ＮＰＯ法人 改革プロジェクト 

〔外貨(コイン)〕

  ● �収 集 額 … 約85,200円相当 

  ● �寄 附 先 … 公益財団法人 日本ユニセフ 

畑のうね作り

　「スペシャルオリンピックス」は、知的障がいのあるアスリー
トに、さまざまなスポーツトレーニングとその成果（競技会）
の場を提供する、国際的なスポーツ組織です。その全国大
会「スペシャルオリンピックス2014福岡」が2014年11月に
開催され、当社グループから、延べ55名が
ボランティアスタッフとして参加しました。
　バスケット競技が行われた「かすやドーム」
（糟屋郡粕屋町）において、当社グループ
からのボランティアが、他企業や一般のボ
ランティアスタッフの方々とともに、３日間
にわたり、会場の受付や警備、表彰式の運
営などを行いました。
　また、宿泊所のグローバルアリーナ（宗
像市）や玄海青年の家（北九州市）では、組

合から参加した延べ約210名のボランティアスタッフが、24
時間体制で食事･入浴などのサポート、夜間の見守り警備な
どを行いました。

「スペシャルオリンピックス2014福岡」ボランティア （福岡県糟屋郡ほか）TOP ICS

スペシャルオリンピックス バスケットボールの試合 モップがけ
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　㈱キューヘンでは、創立55周年を記念
し、「あんずの里運動公園」（福岡県福津
市）にて、植樹活動を行いました。 
　2015年2月、快晴の空の下、従業員
とその家族、OBなどおよそ170名で、
今までお世話になった地域の皆さまへ
の感謝の気持ちを込めて、ツツジ2,000
本とアジサイ250本を植樹しました。ま
た、この日は、同社が開発した電気自動
車（EV）用の急速充電器を、公園内の駐
車場に設置しました。

　今回植樹を行った「あんずの里運動公
園」は、約2,500本の薄桃色のあんずの
花が咲く名所で、３月が見頃です。春か

ら夏への季節の移り変わりを花で感じて
いただくことで、長く親しんでいただけ
れば幸いです。

「あんずの里運動公園」への植樹と急速充電器設置 〜㈱キューヘン〜TOP ICS

急速充電器開設式植樹活動

　九州林産㈱では、2009年から大分
県が取り組んでいる「小規模集落応援
隊」に参加しています。この活動は、高
齢化や過疎化による人手不足でお困
りの小規模な集落の草刈り、水路清
掃、道路補修などをお手伝いする活動
です。
　2014年度は、由布市奥江地区に
おいて地元の皆さま、地元企業及び
NPOの方々と一緒に、用水路の整備
や倒木伐倒などの作業を行いました。
　この活動を通じて、地域の皆さまか
ら「大変助かった」「また来てほしい」と

いった多くのお声をいただきました。ま
た、今回の活動では、大分県知事から
御礼状をいただき、改めて活動の大切
さと参加する喜びを感じました。

　今後も、活動を通じて、地域の皆さ
まとの交流がさらに深まれば、と考え
ています。

小規模集落応援隊として集落の暮らしを守っています ～九州林産㈱～TOP ICS

用水路に堆積した枯葉や倒木の除去 
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　当社はこれまで、地域のお祭りやスポーツ大会の運営、清掃活動への参加
など、地域のニーズや課題に応じて、さまざまなボランティア活動を実施して
きました。
　2014年からは、ボランティア活動の領域をさらに広げるため、ＮＰＯや地域
の方々と協力して取り組むボランティア活動「こらぼらＱでん」を開始しました。
　2014年度は九州全域で計10団体と計20回の活動を行い、延べ1,175
名の方にご参加いただきました。
　なお、大分支社エリアについては、坊ガツル湿原の野焼きや平

ひい

治
じ

岳
だけ

の登山
道整備を行っています。詳しくは、P45「環境にやさしい企業活動」の『社会と
の協調』をご覧ください。

九州各地における地域の皆さまとのボランティア活動

　日本三大松原の一つ「虹の松原」（佐賀県唐津市）は、
国の特別名勝などに指定される、玄界灘に面した広大な
松原です。この貴重な松原を守るため、2015 年 3月に
虹の松原の再生・保全ボランティアを行いました。
　松の生育を阻害する草木が生えるのを防ぐため、松葉
かきなどを、当社社員やその家族、地元の方々や唐津南
高校の生徒さんなど、総勢約200名で行いました。 蓄積した松葉を放置すると腐葉土化

し、雑草などが生え、松原の衰退に
つながります。松葉かきや除草など
で虹の松原を守ります。

佐　賀唐津の白砂青松を守るボランティア
　～こらぼら Q でん× NPO 法人 唐津環境防災推進機構ＫＡＮＮＥ～

　2014 年11月に志賀島（福岡市東区）で「森のめぐ
みワークショップ」を開催し、地域の方々や当社社員な
ど約50名が参加しました。
　落ち葉や枯れ枝で覆われた道路の清掃や、外来植物
の駆除など環境保全活動を行うとともに、剪定した枝や
間伐材を使ったクラフト体験として、「森のえんぴつ」と「森
のこくばん」作りを行いました。
　このワークショップは、2015年2月にも開催し、環境
保全活動とたき火ワークショップを行いました。

　2014年11月に響灘グリーンパーク（北九州市若松区）
において、どんぐりの苗ポットづくりボランティア「どん
ぐりポッケ」を開催しました。
　この取組みは、地元ＮＰＯや北九州市などと協働し、
どんぐりから植樹のための苗木を育てる取組みとして開
催したものです。今後、約2年をかけて苗木を育て、北
九州市が毎年響灘で行っている「鳥がさえずる緑の回廊
づくり植樹祭」にて植樹する予定です。

ただの“木”だった枝などが、自分の
手で「えんぴつ」や「こくばん」に変わ
り、子どもたちの顔が活き活きとして
いました。

社員とその家族が拾ったどんぐりを、
新小倉発電所の自然の中で試験的
に育苗中。どんぐりの苗は順調に
育っています!!

福　岡

北九州

森のめぐみを感じながらのボランティア
　～こらぼら Q でん× NPO 法人 グリーンシティ福岡～

どんぐりからの苗づくり「どんぐりポッケ」
　～こらぼらＱでん× NPO 法人 北九州ビオトープ・ネットワーク研究会～

「こらぼら」とは、「コラボレーション」と「ボラ
ンティア」を掛け合わせた造語です。
ロゴマークは、左から「コラボ」の「C」、「ボラ
ンティア」の「V」、九州電力の「Q」を表し、2
つの笑顔を繋げました。
ボランティアに取り組む温かい気持ちや地域
の皆さまとのつながり、親しみやすさを表して
います。

名称とロゴマーク
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　2015年3月、真砂本町公園（鹿児島市）で芝桜の植付
けなどのメンテナンス活動を行いました。
　NPOや地元町内会の皆さま、当社社員やその家族な
ど71名が参加。3回にわたり土の掘起こしから芝桜の植
付けまで行い、花壇は見違えるほど鮮やかになりました。
　NPOや町内会の方々から「九電さんに親しみを感じた」
と大変うれしいお言葉をいただき、非常に有意義な活動
となりました。

花壇は鮮やかになり、見ごろを迎え
た芝桜が公園を明るく盛り上げてく
れました。

鹿児島芝桜で公園を明るく、地域のいこいの場に
　～こらぼら Q でん× NPO 法人 小さな絆～

　綾中学校（宮崎県東諸県郡）の中庭を、誰もが集え
る場にする「綾中学校中庭テラス化プロジェクト」に、
2014 年12月から3回にわたって取り組みました。
　完成したテラスは、同校のグランドオープン記念式典
で披露され、校長先生から「九電さんとのご縁で立ち上
がったプロジェクト。地域の皆さまに普段から集ってい
ただき、子どもたちと語らい、ふれあっていただけるテ
ラスにしていきたい」とご紹介いただきました。

　熊本県阿蘇市の阿蘇キャンプ場と的石キャンプ場で、
2015 年 3月にブルーベリーの植樹やハーブの花壇づく
りなどを行いました。
　熊本 YMCAの会員や地域の方々、当社社員など約
100 名が参加。子どもたちは穴を掘ったり、苗木に添え
木をしたりと、泥まみれになりながら一生懸命頑張って
いました。作業の後にはパンやピザ作りも行い、みんな
で交流しながら楽しいひと時を過ごしました。
　記念樹としてみんなで植えた、桜の成長も楽しみです。

　2014年12月、長崎市で「花いっぱい＆X’masストリー
トプロジェクト」を開催し、地元商店街の方々や子ども
たち、当社社員など 70名が花壇づくりやチャリティーイ
ベントなどを行いました。
　長崎街道入口の馬町交差点では500 株の花を植えた
ほか、近隣教会の聖歌隊によるコーラスをバックにクリ
スマスツリーの飾り付けや点灯式を行うなど、和やかな
雰囲気のイベントとなりました。

当社グループが保有する電線ドラム
やダム流木などを再利用し、テーブ
ルやベンチなどを製作しました。

植樹後にはパンやピザ作りのほか、
豚汁やバーベキューも振る舞われ、
参加者の交流の場となりました。

クリスマスツリーの飾りつけや点灯
式では、子どもたちはにこやかな表
情に。

宮　崎

熊　本

長　崎

素敵なテラスが完成
　～こらぼら Q でん×綾中学校× NPO 法人みんなのくらしターミナル～

子どもたちに自然とのふれあいの場を
　～こらぼらＱでん×公益財団法人 熊本ＹＭＣＡ～

街を花でいっぱいに
　～こらぼらＱでん× NPO 法人 道守長崎～
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　NPO法人まるは、「障がいのある方もそうでない方も一緒
に暮らしていける社会」を目指し、障がい者の生活介護サービ
スや就労継続支援、自立訓練事業などを展開されています。
特に福祉作業所の「工房まる」では、楽しげに創作活動が行わ
れており、その絵画や陶器などは高く評価されています。
　今回、同法人の活動を支援するため、福岡や鹿児島の社員
を中心に募金を募ったところ、約2,000名の社員から募金が
集まりました。募金してくれた社員には、その御礼として、同
法人がデザインした当社とのコラボバッジ（６種類）の中から、
好みのデザインを選んでもらい、募金１口につき１つプレゼン
トしました。
　寄附した募金は、グループホームの開設資金や陶芸室の拡
充などに充てられるとのことで、障がいのある方の就労支援
に役立てていただく予定です。

NPO法人まるとの協働によるこらぼらQでんバッジ募金TOP ICS

デザインしていただいた６種類のコラボバッジ▼

▼募金の受贈式
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　2014年11月、記念すべき第1回目となる「福岡マラソン
2014」が開催され、福岡支社エリアから約40名がボラン
ティアスタッフとして参加しました。
　当社が受け持った地点は33km過ぎの給水所です。誰も
がペースが落ちてしまう、いわゆる「30kmの壁」に立ち向か
うランナーを後押しすべく、地元の高校生などを含め、総勢
およそ100名でランナーを迎えました。
　沿道には近隣に住む方々も多く訪れ、一緒になって応援。
給水や給食とともに、沿道から「ファイト！」「頑張れ！」とラン
ナーに声援を送りました。

　2015年も、1人でも多くのランナーが完走できるよう、
本大会をサポートさせていただきます。

皆さんの“Good Jog！”応援しました！　～福岡マラソンボランティア～TOP ICS

　2014年度は、14年間にわたり、環境保全に関わるさまざ
まな団体で自然保護活動などに取り組むともに、次世代層に
山や自然の魅力を伝えるなど、積極的な地域貢献活動に取り
組む大分支社の安藤さんを表彰しました。
　登山などでお世話になっている山や自然に少しでもお返し
ができればという思いで、1999年に国立公園のボランティ
ア研修を受講。その後、研修を受講したメンバーで「阿蘇く
じゅう国立公園久住地区パークボランティア」を結成、登山道
整備や外来種駆除・調査、自然観察会などの活動を行ってき
ました。今ではネイチャーガイドも務めるなど、自然の素晴ら
しさを伝え、自然を愛する意識も醸成しています。
　また、2014年からは、大分県から「森の先生」として任命
され、学校や幼稚園等に出向いて、自然環境学習なども実施
しています。　

地域社会貢献者表彰「社長賞」を表彰TOP ICS

自然観察会での安藤さん

　大分の美しい自然は、いつまでも子どもたちに残して
あげたい貴重な自然ですし、多くの方に楽しんでもらい
たいです。体が動く限りは、活動を続けていきたいです。 
　自然も子どもも大好きですので、少しでも多くの子ど
もたちに、自然の素晴らしさや楽しさを伝えていきたい
です。 

　従業員が積極的にボランティア活動に取り組める
よう、ボランティア休暇制度（年間7日間）や活動費用
補助、社内掲示板での情報提供などの環境づくりを行
なっています。
　これらの制度を活用して、2014年度は延べ約6万人
の従業員がボランティア活動に参加しました。

　また、これまで長期間にわたる地道な地域社会貢献
活動を表彰してきた「地域社会貢献者表彰制度」は、
2015年度から、短期間の多種多様なボランティア活
動も表彰対象に加えています。

年　度 2012 2013 2014

ボランティア休暇
取得実績（日） 182.5 146 258.5

地域社会
貢献者表彰（人） 38 19 16　

従業員が行う共生活動への支援

▼ボランティア休暇制度・地域社会貢献者表彰実績

福岡マラソン給水ボランティア


